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2013 小町ふれあいフェスタを開催



　

フ
ェ
ス
タ
は
福
島
県
警
察
音

楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
幕

が
開
か
れ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
お

楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
演
者
に
よ
る
演

奏
な
ど
で
会
場
内
は
賑
や
か
な

歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

屋
内
に
は
各
種
団
体
や
個
人

の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
が
多
数

展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
一
つ
一

つ
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
ア
ル
パ
イ
ン
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
の
展
示

で
は「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」の
イ
ラ
ス

ト
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
自
由
な
発

想
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
初

の
試
み
と
な
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
会
場
内
の
ど
こ
に
ス
タ

ン
プ
が
あ
る
の
か
探
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
み
ち
の
く
ボ
ン

ガ
ー
ズ
の
オ
カ
ン
さ
ん
が
司

会
を
行
い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス

テ
ー
ジ
で
出
演
し
た
紅
晴
美
さ

ん
と
の
ト
ー
ク
な
ど
で
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
同
じ
く
み
ち
の

く
ボ
ン
ガ
ー
ズ
の
ワ
ン
パ
ラ

さ
ん
が
司
会
や
お
笑
い
ス
テ
ー

ジ
を
行
い
、
あ
い
に
く
の
天
気

と
な
っ
た
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
日
行
わ
れ
た

ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
で
は
、
エ
ソ

ラ
ビ
ト
さ
ん
とkaho*

さ
ん
が

昨
年
に
引
き
続
き
出
演
し
ま
し

た
。
エ
ソ
ラ
ビ
ト
さ
ん
は
平
成

26
年
４
月
で
統
合
さ
れ
る
浮
金

中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
作
っ
た
歌
を
、kaho*

さ

ん
は
小
野
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ

に
し
よ
う
と
商
工
会
青
年
部
が

売
り
出
し
て
い
る「
小
町
ア
イ

ス
バ
ー
ガ
ー
」の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
の
発
表
を
行
い
、
来
場
し
た

皆
さ
ん
は
楽
し
み
な
が
ら
聴
き

い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
小
町
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
開
催
に
あ
た
り
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
紙

上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　小野町の文化と産業の祭典「2013小町ふれあいフェスタ」が11月９・10日の２日間、
小野運動公園で開かれ、町内外から約１万６千人が来場しました。

福島県警察音楽隊の皆さんによる演奏
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身
近
な
自
然
に
対
す
る
興

味
、
森
林
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
25
年
度
森
林
環

境
交
付
金
事
業「
親
子
木
工
教

室
」が
11
月
10
日
小
町
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
の
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
80
組
の
親
子
が

集
ま
り
、
町
内
の
建
築
家
具
組

合
か
ら
指
導
を
受
け
、
木
製
の

「
踏
台
」の
製
作
を
行
い
ま
し

た
。
金
づ
ち
を
使
っ
て
の
木
工

作
業
が
初
め
て
の
子
ど
も
も
い

て
、
苦
労
し
て
い
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
親
子
で
協
力
し

な
が
ら
製
作
し
、
完
成
し
た
作

品
に
マ
ジ
ッ
ク
で
絵
を
描
い
た

り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
家
庭
で
手

軽
に
で
き
る「
き
の
こ
の
栽
培

キ
ッ
ト
」が
参
加
し
た
親
子
に

配
付
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
森
林
環
境
交
付
金
事
業

　
　

親
子
木
工
教
室

1/子どもヒップホップダンスの披露　　　　　2/エソラビトさんによる演奏
3/会場で食事を楽しむ皆さん　　　　　　　4/「ゆるキャラ」を描く子どもたち
5/ふくしま八重隊の皆さんによるステージ　　6/スタンプラリーを楽しむ子どもたち
7/協力しながら製作する親子            　　　　8/完成した作品に絵を描く参加者
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品
質
の
良
い
食
料
を
安
定
か
つ
効

率
的
に
供
給
し
、
町
が
優
秀
な
農
作

物
の
供
給
地
と
し
て
発
展
す
る
と
と

も
に
、
生
産
者
の
意
識
高
揚
と
消
費

者
な
ど
と
の
相
互
理
解
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
平
成
25
年
度
農
作
物

品
評
会
が
、
11
月
９
・
10
日
、
小
町

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
会
場
に
お
い

て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
１
１
２
点
の
作
品
が
出

品
さ
れ
、
前
日
の
福
島
県
、
農
協
関

係
者
の
厳
正
な
審
査
の
も
と
、
福
島

県
知
事
賞
ほ
か
記
載
の
各
賞
が
受
賞

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
11
月

10
日
に
は
、
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、

日
頃
の
鍛
練
が
た
た
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

出
品
さ
れ
た
作
品
は
、
い
ず
れ
も

秀
作
ぞ
ろ
い
で
、
小
野
町
の
農
家
の

技
術
の
高
さ
や
、高
品
質
な
作
物
に
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
絶
賛

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
生
産
地
域
消
費（
地
産
地
消
）

が
叫
ば
れ
て
20
年
以
上
が
経
ち
ま
す

が
、
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
に
栄
養

素
・
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
の
か
た
よ

り
を
解
消
す
る
た
め
、
地
元
産
の
作

物
を
摂
取
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送

る
た
め
、
も
う
一
度「
お
の
ま
ち
の

農
作
物
」を
見
直
し
、
食
生
活
に
取

り
入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

福島県知事賞に輝いた藤井崇さん

平成 25 年度農作物品評会入賞者　　　　　（敬称略）
褒　賞　名 氏　　名 行 政 区 作　物　名
福島県知事賞 藤 井 　 崇 浮 金 ご ぼ う

小野町長賞

二 瓶 清 光 仲 町 白 菜
佐久間守夫 吉 野 辺 じゃがいも
國 分 ミ ツ 小野山神 ね ぎ
𠮷 田 政 美 上羽出庭 ト マ ト

小野町議会議長賞

國 分 ハ ギ 小野山神 大 根
郡 司 仁 子 小 戸 神 に ん じ ん
根 本 和 美 吉 野 辺 ね ぎ
矢 内 淳 子 菖 蒲 谷 豆類（黒豆）

たむら農業協同組合
組 合 長 賞

蓬 田 　 守 本 町 大 根
大和田光子 浮 金 か ぼ ち ゃ
藤 井 ト シ 浮 金 長 芋
吉 田 信 夫 雁 股 田 ピ ー マ ン

見
直
そ
う「
お
の
ま
ち
の
農
作
物
」

平
成
25
年
度
農
作
物
品
評
会



最優秀賞（高学年の部）に輝いた石塚琴美さん

5 ONOMACHI　Dec_2013

最優秀賞（高学年の部）　石塚琴美さんの作品
　

食
生
活
の
多
様
化
に
伴
い
、
主
食

で
あ
る
米
の
消
費
量
が
減
少
し
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た「
日
本
型
食

生
活
」の
良
さ
が
失
わ
れ
る
と
と
も

に
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
米
の
消
費
拡

大
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
21
世
紀
を
担
う
小
学
校

の
児
童
を
対
象
に
、
ご
は
ん
食
の
健

康
な
ど
に
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
優
秀
な
作
品
を

表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
25
年
度
米
の
消
費
拡
大

推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
記
載
の
８
人
の
方

が
入
賞
さ
れ
、
表
彰
式
が
、
11
月
10

日
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
会
場
に

お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
作
品
以
外
も
力
作
ぞ

ろ
い
で
、
児
童
生
徒
が
真
摯
に
取
り

組
み
、「
お
米
の
大
切
さ
」「
朝
ご
は

ん
の
大
切
さ
」を
再
確
認
し
た
成
果

が
作
品
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
家
庭
の
な
か
で
さ
ら

に
話
題
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
米

の
消
費
拡
大
運
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

最優秀賞（低学年の部）　今泉璃久さんの作品

元
気
が
で
る
朝
ご
は
ん
！

　

平
成
25
年
度
米
の
消
費
拡
大
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

最優秀賞 夏井第一小学校 ３年 今泉　璃久

最優秀賞 飯 豊 小 学 校 ６年 石塚　琴美

優 秀 賞 小野新町小学校 １年 藤田　はな

″ 夏井第一小学校 ２年 清野　快斗

″ 小野新町小学校 ２年 上遠野愛和

優 秀 賞 飯 豊 小 学 校 ４年 村上　智也

″ 夏井第一小学校 ５年 大竹　　楓

″ 夏井第一小学校 ６年 柳沼　愛海

平成 25 年度米の消費拡大推進
ポスターコンクール入賞者　（敬称略）

（高学年の部）

（低学年の部）

（低学年の部）

（高学年の部）
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【
盆
栽
展
】

○
小
野
町
文
化
祭
最
優
秀
賞
＝

○
小

野

町

長

賞
＝

○
小
野
町
議
会
議
長
賞
＝

○
小
野
町
教
育
長
賞
＝

○
小
野
町
芸
文
協
会
長
賞
＝

○
福
島
民
報
社
賞
＝

○
福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝

○
小
野
町
皐
月
盆
栽
愛
好
会
長
賞
＝

【
菊
花
展
】

〈
三
本
立
て
盆
養
の
部
〉

○
小
野
町
文
化
祭
賞
＝

○
小

野

町

長

賞
＝

○
小
野
町
議
会
議
長
賞
＝

○
小
野
町
教
育
長
賞
＝

○
田
村
医
師
会
長
賞
＝

○
さ
い
と
う
医
院
長
賞
＝

○
橋
本
医
院
長
賞
＝

○
医
療
法
人
誠
励
会
ひ
ら
た
中
央
病
院
理
事
長
賞
＝

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）　

○
小
野
町
商
工
会
長
賞
＝

○
福
島
民
報
社
賞
＝

○
く
さ
の
交
通
社
長
賞
＝

○
金
賞
＝
西
牧
宏（
上
羽
出
庭
）、
中
川
実（
塩
庭

二
区
）、
小
野
徳
次（
上
羽
出
庭
）、
伊

藤
喜
努
子（
谷
津
作
）、
鈴
木
サ
ト
子（
塩

庭
一
区
）

〈
ダ
ル
マ
つ
く
り
の
部
〉

○
医
療
法
人
慶
信
会
石
塚
醫
院
理
事
長
賞
＝

　

西
牧　
　

宏（
上
羽
出
庭
）

　

今
年
も
、
幼
児
・
小
中
学
生

作
品
展
、
寿
大
学
作
品
展
、
老

人
ク
ラ
ブ
作
品
展
、
菊
花
・
盆

栽
・
山
野
草
・
華
道
展
な
ど
素

晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
が
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
作
品
展
の
受
賞
者
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

○
橋
本
医
院
長
賞
＝

○
さ
い
と
う
医
院
長
賞
＝

○
金
賞
＝
吉
田
栄
伸（
塩
庭
二
区
）、
常
恒
武（
塩

庭
二
区
）

〈
福
助
つ
く
り
の
部
〉

○
福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝
西
牧　
　

宏

〈
一
輪
切
り
花
の
部
〉

○
Ｊ
Ａ
た
む
ら
賞
＝
伊
藤
喜
努
子

○
く
さ
の
交
通
社
長
賞
＝
鈴
木
サ
ト
子

○
金
賞
＝
大
川
原
和
子（
小
野
山
神
）、
吉
田
三
郎

　
　
　
　
（
上
羽
出
庭
）

〈
懸
崖
つ
く
り
〉

○
小
野
町
菊
花
愛
好
会
長
賞
＝
今
泉　

正
之

〈
多
輪
咲
き
〉

○
Ｊ
Ａ
た
む
ら
賞
＝
吉
田　

三
郎

〈
ド
ー
ム
菊
〉

○
医
療
法
人
慶
信
会
石
塚
醫
院
菊
つ
く
り
女
王
賞
＝

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）

〈
総
合
賞
〉

○
輝

翔

会

賞
＝
吉
田　

三
郎

【
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
】

▽
小
野
町
長
賞
＝
草
野
優
子（
谷
津
作
長
寿
会
）、

中
野
フ
ク（
皮
籠
石
え
び
す
会
）、
西
牧
キ
ミ
エ

（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

▽
小
野
町
議
会
議
長
賞
＝
先
﨑
キ
ヨ
子（
小
野
山

神
長
生
会
）、
郡
司
ス
テ
ヨ(

浮
金
長
寿
会)

、
佐

藤
英
夫（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

▽
小
野
町
教
育
長
賞
＝
門
脇
喜
代（
飯
豊
愛
友

会
）、大
楽
千
枝
子（
反
町
亀
鶴
会
）、草
野
操（
谷

津
作
長
寿
会
）

▽
日
赤
福
島
県
支
部
長
賞
＝
西
牧
富
野（
浮
金
長
寿

会
）

▽
日
赤
県
中
地
区
長
賞
＝
斎
藤
千
鶴
子（
夏
井
福

寿
会
）

▽
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
＝
鈴
木
ト
シ
エ

（
雁
股
田
百
百
寿
会
）

▽
福
島
民
報
社
賞
＝
野
口
チ
ヨ（
反
町
亀
鶴
会
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝
深
井
勝
利（
飯
豊
愛
友

会
）

▽
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
＝
先
﨑
亢
子

（
大
八
愛
宕
会
）、
宗
像
カ
ツ
子（
浮
金
長
寿
会
）、

会
田
公
雄（
吉
野
辺
睦
会
）

▽
た
む
ら
農
業
協
同
組
合
長
賞
＝
大
内
良
子（
荒

町
横
町
高
砂
会
）、
長
命
会
団
体（
小
野
赤
沼
長

命
会
）、
鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
し
あ
わ
せ
会
）

▽
小
野
町
商
工
会
長
賞
＝
郡
司
源
一（
谷
津
作
長

寿
会
）、
今
泉
正
之（
飯
豊
愛
友
会
）、
志
比
奈

保
子（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

▽
小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
＝
西
牧
ト

ミ
ヱ（
本
町
長
寿
会
）、
遠
山
キ
ヌ
子（
中
通
平

舘
小
野
寿
会
）、
草
野
四
郎（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

▽
小
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
＝
荒
井
ミ
ツ

（
雁
股
田
百
百
寿
会
）、
亀
田
テ
ル
子（
仲
町
百

寿
会
）、郡
司
金
子（
小
戸
神
）、大
竹
シ
デ
子（
和

名
田
明
和
会
）、
吉
田
栄
伸（
塩
庭
二
区
共
寿

会
）、
佐
藤
蔵
登（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）、
村
上

ひ
で
子（
小
野
赤
沼
長
命
会
）、
吉
村
テ
イ
子（
皮

籠
石
え
び
す
会
）、
吉
田
重
良（
飯
豊
愛
友
会
）、

吉
田
隆（
谷
津
作
長
寿
会
）

力作を出品力作を出品
2013 小町ふれあいフェスタ2013 小町ふれあいフェスタ

高
﨑　

ナ
ミ

遠
藤　

正
男

高
﨑　

久
寿

吉
田
喜
一
郎

吉
田
ゆ
う
子

遠
藤
サ
ト
子

阿
部　

幸
二

松
本　

春
男

常
恒　

   

武 （
塩
庭
二
区
）

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
）

吉
田　

勝
二（
和
名
田
）

鈴
木　

好
吉（
塩
庭
一
区
）

田
村　

正
良（
上
羽
出
庭
）

吉
田　

照
明（
小
野
山
神
）

大
川
原
和
子（
小
野
山
神
）

吉
田　

栄
伸

常
恒　

文
子

舘
川　

二
郎 （

平  

舘
）

（
小
野
赤
沼
）

（
平  

舘
）

（
平  

舘
）

（
平  

舘
）

（
小
野
赤
沼
）

（
荒  

町
）

（
反  

町
）

（
塩
庭
二
区
）

（
塩
庭
二
区
）

（
仲  

町
）

（
上
羽
出
庭
）

（
谷
津
作
）

（
塩
庭
一
区
）

（
飯
豊
中
）

（
上
羽
出
庭
）

（
上
羽
出
庭
）

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）

吉
田　

照
明（
小
野
山
神
）
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小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
会

場
で
11
月
９
日
、
献
血
を
実
施

し
41
人
の
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
献
血
で
は
、
郡
山
法

人
会
小
野
支
部
様
か
ら
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て「
卵
」の

提
供
が
あ
り
、
献
血
に
協
力
い

た
だ
い
た
方
へ
記
念
品
と
し
て

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ん
、
郡
山
法
人
会
小

野
支
部
様
に
紙
上
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
の
献
血
状

況
は
今
年
度
の
町
目
標
に
対
し

て
57·

９
％
と
低
い
状
況
で
す
。

※
次
回
の
献
血
は
１
月
24
日
㊎

に
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
会
場
、
時

間
な
ど
は
回
覧
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２-

６
９
３
４

献
血
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
41
人
が
協
力

卵を提供する郡山法人会小野支部大和田勝典副支部長（右）

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
か
ら

文
化
・
体
育
振
興
基
金
に
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

○
大
杉
み
ゆ
き
後
援
会　

　

大
杉
み
ゆ
き
の
店
代
表

　
　
　
　
　

和
田　

裕
一　

様

○
寿
澄
会　

瀬
下
寿
美
子　

様

○
田
村
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
様

　

小
野
町
文
化
・
体
育
振
興
基

金
は
、
町
の
文
化
と
体
育
の
振

興
と
充
実
を
図
る
た
め
に
個
人

や
団
体
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
積

み
立
て
て
い
る
基
金
で
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
小
・
中
・
高

校
生
の
全
国
大
会
出
場
時
の
激

励
金
や
表
彰
、
町
の
社
会
体
育

団
体
や
芸
術
文
化
団
体
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
補
助
や
活

動
費
な
ど
に
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小町ふれあいフェスタで熱唱する大杉みゆきさん

小
野
町
文
化
・
体
育
振
興
基
金
へ
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
23
回

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
牛
育
成
管
理
共
進
会

　

第
23
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
牛
育
成
管
理
共
進
会
が
、
11
月
１
日

本
宮
市
の
福
島
県
家
畜
市
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
田
村
管
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
４
区
に
出
場
し

た
「
ゆ
り
さ
く
ら
号
」（
生
産
者 

吉
田
重
成
さ
ん
）
が
１
等
１
席
、

３
区
に
出
場
し
た
「
み
た
14
号
」（
生
産
者 

田
村
浩
之
さ
ん
）
が

２
等
と
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

「ゆりさくら号」と吉田重成さん

「みた 14 号」と田村浩之さん



8ONOMACHI　Dec_2013

　

小
野
町
功
労
者
表
彰
式
が
11
月

23
日
勤
労
感
謝
の
日
に
、
多
目
的

研
修
集
会
施
設
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

功
労
者
表
彰
は
、
小
野
町
表
彰

条
例
に
基
づ
き
、
小
野
町
の
政

治
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
は
多
く

の
人
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為

が
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
授
与
さ

れ
る
も
の
で
す
。
今
回
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
の
は
、特
別
功
労
１
人
、

功
労
１
人
１
団
体
、
善
行
４
人
１

団
体
で
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

小野町功労者表彰式

永年の功績を称えて

○
特
別
功
労

▽
町
政
振
興
功
労

　

宍
戸　

良
三
氏　

59
歳

　

小
野
町
議
会
議
員
と
し
て
４
年
11
ヵ
月
、

小
野
町
長
と
し
て
８
年
間
、
町
行
政
に
携
わ

り
、
子
育
て
支
援
事
業
、
定
住
促
進
策
の
充

実
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
第
四
次
小
野
町
振
興
計
画
の

策
定
な
ど
町
政
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

飯豊小学校緑の少年団の皆さん

受彰者の皆さん

○
功
労

▽
町
政
振
興
功
労

　

飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団

　

平
成
元
年
の
結
成
か
ら
25
年
間
、
毎
年
活

動
し
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
で
は
、

公
共
施
設
な
ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
布
し
、

活
動
を
と
お
し
て
地
域
の
緑
化
事
業
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
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○
善
行

▽
衆
人
模
範

　

木
内　

勇
次
氏　

56
歳

　

小
野
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
16
年
間
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
と
少
年
団
の
育
成
指
導
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
善
行

▽
衆
人
模
範

　

宗
像　
　

智
氏　

56
歳

　

小
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
24
年

間
在
職
し
、
町
の
野
外
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
現
在
は
委
員

長
と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
・
運

営
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
善
行

▽
衆
人
模
範

　

宗
像　

傳
喜
氏　

54
歳

　

小
野
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

と
し
て
35
年
間
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

と
少
年
団
の
育
成
指
導
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
善
行

▽
衆
人
模
範

　

西
牧　

幸
恵
氏　

30
歳

　

平
成
24
年
12
月
19
日
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

小
野
町
店
で
買
い
物
中
に
倒
れ
た
一
般
男
性

を
救
急
隊
到
着
ま
で
の
間
、
的
確
な
心
肺
蘇

生
を
施
し
、人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

○
善
行

▽
衆
人
模
範

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
小
野
町
店

　
　
　
　
（
店
長　

渡
辺　

勝
博
氏
）

　

平
成
24
年
12
月
19
日
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

小
野
町
店
内
で
、
買
い
物
中
に
一
般
男
性
が

倒
れ
た
際
に
店
長
以
下
従
業
員
が
迅
速
な
通

報
や
救
護
活
動
を
行
い
、
人
命
救
助
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

○
功
労

▽
町
政
振
興
功
労

　

長
谷
川　

講
造
氏　

61
歳

　

福
島
県
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
と

し
て
13
年
３
ヵ
月
間
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
実
施
し
、
町
の
廃
棄
物
対
策

行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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第
25
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

13 区　野中　永

14 区　有村　雄飛

５区　長久保　光生

12 区　清野　昭雄

11 区　吉田　葵

10 区　先﨑　優

９区　上遠野　澄枝

16 区　星　龍晴

15 区　藤井　万希子

８区　郡司　健吾

３区　音部　広宣７区　長谷川　勇太

２区　先﨑　洋樹６区　吉田　悟志

１区　吉田　美咲

４区　吉田　雅俊

力
走
！
小
野
町
チ
ー
ム
総

合　

40
位

町
の
部　

20
位

選手と関係者の皆さん
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区間 中　　継　　所 距離 選　手　名 記　　録

1 白河運動公園陸上競技場～サンフレッシュ白河・大沼体育館 4.0 吉田　美咲 14分38秒
2 サンフレッシュ白河・大沼体育館～泉崎さつき公園前 8.2 先﨑　洋樹 29分24秒
3 泉崎さつき公園前～矢吹町役場内 5.8 音部　広宣 19分24秒
4 矢吹町役場内～鏡石町鳥見山陸上競技場内 7.3 吉田　雅俊 27分05秒
5 鏡石町鳥見山陸上競技場内～須賀川土木事務所前 6.7 長久保光生 25分00秒
6 須賀川土木事務所前～郡山市・日本全薬工業前 8.3 吉田　悟志 30分31秒
7 日本全薬工業～郡山総合体育館前 5.2 長谷川勇太 18分39秒
8 郡山総合体育館前～郡山北工業高校内 4.1 郡司　健吾 14分36秒
9 郡山北工業高校内～日和田町平成記念郡山こどものもり公園入口 3.0 上遠野澄枝 12分07秒
10 日和田町平成記念郡山こどものもり公園入口～本宮市白岩屋商店 9.3 先﨑　　優 32分32秒
11 本宮市白岩商店前～大玉村㈱イイジマ前 3.9 吉田　　葵 17分08秒
12 大玉村㈱イイジマ前～二本松市役所 7.0 清野　昭雄 25分20秒
13 二本松市役所～安達支所 4.8 野中　　永 17分18秒
14 安達支所～福島市・松陵中学校前 5.7 有村　雄飛 20分54秒
15 福島市・松陵中学校前～福島大学入口 3.4 藤井万希子 14分47秒
16 福島大学入口～福島県庁前 8.4 星　　龍晴 29分33秒

総合成績
95.1 

40位（41位） 51市町村（51市町村）　５時間48分56秒
（5時間56分42秒）町の部 20位（21位） 29町（29町）

　

第
25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）が

11
月
17
日
、
白
河
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の
16

区
間
、
95
・
１
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
陸
上
競
技
場
の
ス
タ

ン
ド
や
沿
道
に
は
、
の
ぼ
り
旗
や
横

断
幕
を
掲
げ
た
応
援
団
が
大
勢
つ
め

か
け
、
選
手
に
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

各
区
間
の
選
手
と
も
最
後
ま
で
諦

め
な
い
粘
り
の
走
り
で
、
昨
年
よ
り

順
位
を
一
つ
上
げ
て
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。
ま
た
中
学
生
・
高
校
生
ら
若
手

選
手
の
活
躍
が
目
立
ち
、
来
年
へ
の

期
待
が
高
ま
る
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆

さ
ん
に
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
監
督
・
コ
ー
チ
を
は

じ
め
選
手
の
皆
さ
ん
長
期
間
に
わ
た

り
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
後
も
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

各
種
団
体
か
ら
激
励

　

小
野
町
チ
ー
ム
を
応
援
し
た
い
と

各
団
体
か
ら
多
く
の
激
励
金
・
激
励

品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

沿道で応援する皆さんスタート前を見守る応援者

開会式の様子

第 25 回ふくしま駅伝　成績表

※（　）内は前回の成績です。



　小野町議会定例会９月会議で可決成立した「小野
町笑顔とがんばり子育て応援条例」に基づく「笑顔と
がんばり子育て応援金」の贈呈式が11月７日、母子
健康センターで開催されました。
　今回の贈呈式は、本年４月１日から９月30日まで
に誕生したお子さん（対象児35人）を養育している34
人の保護者の皆さんを対象に行われました。
　贈呈式では、大和田町長・村上議会議長が条例制
定の経緯や目的などについてあいさつし、町長から
出席者一人一人に応援金が手渡されました。
　笑顔とがんばり子育て応援金は、お子さんの健や
かな成長を願い、町を挙げてお子さんのご誕生を祝
福することを主な目的として、第１子・10万円、第
２子・15万円、第３子以降・20万円が支給されます。
なお詳細については、広報おのまち10月号に掲載さ
れていますのでご覧ください。

問健康福祉課
☎７２‒６９３４

笑顔とがんばり子育て応援金贈呈式
34 人に応援金が贈呈されました

　小野町シルバー人材センター会員の皆さんによる奉仕作業が
10月26日に行われました。
　奉仕作業では、役場やたかむら荘（ゆ～ゆ～こまち）の窓ふき
などの環境整備を行っていただきました。
　この活動は、公共施設の美化活動として毎年行われているも
のです。
　参加された会員の皆さんに、紙上より厚くお礼申し上げます。

小野町シルバー人材センター会員の皆さんが奉仕活動を実施

町長からの贈呈の様子

奉仕作業の様子

贈呈式に参加した皆さん
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西牧門さん
夏井第一小学校へ多額の寄付

　上羽出庭出身の西牧門
まもる

さんから11月12日、夏井第
一小学校へ図書購入費が寄付されました。
　旧夏井第二小学校を卒業され、現在、千葉県松戸
市において税務会計事務所を経営されている西牧さ
んは、これまでにも旧夏井第二小学校に対し、書籍
の寄付、また町に対しても寄付をされ、奨学金基金
設立や西牧門文庫の書籍収集にご協力いただいてい
ます。
　当日、ふるさと文化の館において、西牧さんから
図書などの充実のための購入資金として役立ててほ
しいとの趣旨で、大和田町長を通じ、旧夏井第二小
学校の統合先である夏井第一小学校の鈴木陽子校長
へ多額の寄付金が贈呈されました。
　紙上より厚くお礼申し上げます。

田舎暮らし体験ツアー

西牧門さん（中央）

　町と小野町ふるさと暮らし支援センター
（緑川和芳理事長）主催の「田舎暮らし体験ツ
アー」が11月２日から３日にかけて行われま
した。
　今回のツアーには、首都圏在住の方と町
へ移住された方などが参加しました。
　初日は、小戸神体験住宅施設や「町有林お
すそわけ事業」を活用して建てた先輩移住者
のお宅訪問、夜には先輩移住者を交えての
懇親会に出席し、交流を深めました。
　２日目は、あぶくま高原そば振興協議会
（大千里義市会長）の皆さんの指導によるそ
ば打ちや木工クラフト体験を行いました。
また体験農園では、白菜や大根などの野菜
の収穫を体験するなど、さまざまな体験を
通して田舎暮らしへの関心を高めているよ
うでした。

田舎暮らし体験ツアーに参加した皆さん

そば打ち体験 木工クラフトで
作成したリース

野菜の収穫体験
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　第４回田村地方交通安全大会が11月22日、田村市文化センターで
開かれました。
　田村、三春、小野の三市町から関係者が参加し、交通安全思想の
普及、安全な車社会の実現、交通事故防止への協力を呼びかけました。
　大会では、交通安全に貢献した個人や団体が表彰され、小野町を
代表して、石塚琴美さん（飯豊小６年）が交通安全に関する意見を発
表しました。
　交通事故のない、安全で安心して暮らせる田村地方を実現するた
めに、次の項目が大会宣言として承認されました。
１　子どもと高齢者の交通事故防止のため、思いやりの心をもって
　　行動すること
２　飲酒運転の追放に努めること
３　シートベルト着用率100％を目指すこと
４　家庭・学校・職場・地域が一体となり交通事故の防止に取り組むこと

交通事故撲滅の誓い
第４回田村地方交通安全大会

■福島県県警本部長・福島県
　交通安全協会長連名表彰
・交通安全功労者
　佐藤　貫治（中　通）
・交通安全功労団体
　小野町立小野新町小学校
■田村警察署長・田村地区安全
　運転管理者協会長・安全運転
　管理田村事業主会長連名表彰
・優良安全運転管理者
　（株）高橋建設　高橋宗彦
・優良安全運転事業所
　飯岡工業（株）
　（有）先﨑組
　（有）平野石材店

■田村地区交通安全協会長・
　田村警察署長連名表彰
・交通安全ポスターコンクール
優　秀
　鈴木　崚真（小野新町小１年）
　齊藤　花稟（夏井一小２年）
　岩﨑　大翼（夏井一小３年）
佳　作
　鈴木　　楓（夏井一小１年）
　佐藤　　碧（小野新町小１年）
　大和田夏紀（浮 金 小 ３ 年）
　大和田　凜（浮 金 小 ５ 年）
　宗像　大祐（浮 金 小 ６ 年）
　長谷川碧乙（浮 金 小 ６ 年）
　宗像　芙美（飯 豊 小 ６ 年）

■田村地方交通安全対策推進
　協議会長感謝状
　鈴木　勝男（横　町）
　二瓶　　一（飯豊中）

意見発表する石塚琴美さん

■田村地方交通安全対策推進協議
　会長・田村警察署長・田村地区
　交通安全協会長連名表彰
・交通功労者
　根本　一郎（反 町）
　草野今朝美（小野赤沼）
・優良運転者
　遠藤惠美子（本 町）
　遠藤　利江（本 町）
　吉田　　覚（上羽出庭）
・交通安全優良校
　小野町立浮金小学校
・交通安全優良団体
　小戸神老人クラブ東堂会

交通安全優良団体表彰を受ける
小戸神老人クラブ東堂会の大和田勇規さん（右）

交通安全パレードの様子 優秀賞　齊藤花稟さんの作品

　なお大会にて表彰された方は次のとおりです。（敬称略）
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　このたび、郡山地方広域消防組合で募
集した防火標語と火災予防絵画・ポス
ターコンクールの入賞作品が決定し、小
野町から多くの作品が入 選しました。　
　また最優秀賞に選ばれた作品は、ポス
ターとなって火災予防などの啓発のため
に貼り出されます。

入賞した方は次のとおりです。（敬称略）

平成 25 年度
私たちの防火標語および火災予防絵画ポスターコンクール

【火災予防絵画・ポスター】
　◆住宅用火災警報器部門
　　最優秀賞
　　　吉田　悠加　（小野新町小　５年）
　◆火災予防部門
　　優秀賞
　　　大和田夏紀　（浮 金 小　３年）
　　　柳沼　　凛　（夏 井 一 小　５年）
　　優良賞
　　　橋本　楓真　（小野新町小　６年）
　　　大和田釆里　（浮 金 小　６年）

　【私たちの防火標語】
　◆火災予防部門
　　優秀賞
　　　岡田　咲季　（小 野 中　２年）
　　　　「「火のもとは？」　出かける前の　合言葉」　　
　
　　優良賞
　　　星川　幸菜　（小野新町小　６年）
　　　　「近所にも　防火よびかけ　火事0（ゼロ）に」

最優秀賞　吉田悠加さんの作品

七五三お宮参り

　

浮
金
つ
つ
じ
児
童
園
で
は
、
毎

年
11
月
15
日
、
七
五
三
の
お
宮
参

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
こ
ん
な
に
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ

と
大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
と 

お
礼
と
お
願
い
を
し
て
き
ま
し
ょ

う
。」
と
声
を
か
け
出
掛
け
ま
し

た
。

　

神
社
に
入
る
と
、
厳
か
な
雰
囲

気
に
子
ど
も
た
ち
も
少
し
緊
張
し

た
表
情
で
し
た
が
、
宮
司
の
小
島

さ
ん
の
お
話
の
間
、
正
座
を
し
神

妙
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
、
静

か
な
時
間
の
中
で
良
い
緊
張
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
の

木
の
下
で
千
歳
飴
を
持
っ
て
、
記

念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
黄
金
色
に
染

ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
一

緒
に
祝
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

園
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
昼
食
に

五
目
ご
飯
を
食
べ
、
家
族
や
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
へ
感
謝
し
、
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

家
庭
で
は
、
千
歳
飴
を
家
族
と

分
け
合
い
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

イチョウのじゅうたんに囲まれてイチョウのじゅうたんに囲まれて

元気で大きくなりま
すように
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Information
　ふるさと文化の館  ☎72-2120

　小野町美術展の前期が11月16日から24日まで
の期間、後期が11月30日から12月８日までの期
間の２期にわたり開催されました。
　町内の美術愛好者の皆さんから出品された
数々の作品を展示しました。来館された皆さん
は、力作ぞろいの芸術作品を堪能されました。

　町内の小学校・中学校の児童生徒の絵画、造形作品を展示します。
各校から選ばれた子どもたちの感性豊かな作品をぜひご覧ください。

　会 期：12月14日㊏から26日㊍まで
　開館時間：午前９時から午後５時まで
　休 館 日：12月16日㊊・12月24日㊋
　入 場 料：無料

小野町美術展が開催されました

●美術館●

小学校・中学校美術展開催

　冬季期間、児童・生徒の夕刻の安全確保の一
助として図書館の開館時間を延長します。通学
時の待ち合わせや送迎の場としてお役立てくだ
さい。またお勤め帰りに本を借りるなど、ぜひ
図書館をご利用ください。

期 間：12月３日㊋から
　　　　　平成26年２月28日㊎までの平日（火
　　　　　から金曜日まで）
開館時間：午前９時から午後７時まで
　　　　  （土・日・祝祭日および冬休み期間
　　　　　は午後６時閉館です）

開館時間延長のお知らせ

●図書館●

美術展の様子

笑顔と憩いの広場
シンボルツリーイルミネーション実施中

　ふるさと文化の館
敷地内のシンボルツ
リーのイルミネー
ションを12月１日㊐
から平成26年２月28
日㊎まで行っていま
す。
　笑顔と安らぎを届
けるイルミネーショ
ンをぜひご覧くださ
い。



出納室に設置されたペレットストーブ
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『雛の鮨』
（料理人季蔵捕物控シリーズ）

和田はつ子／著
角川春樹事務所／刊

　日本橋にある料理屋「塩梅屋」。ここに一人の
見習料理人がいた。名前は季

としぞう

蔵。
　季

としぞう

蔵は訳あって五年ほど前に刀を捨て包丁を
手にするようになった。季

としぞう

蔵の恩人でもある塩
梅屋の主人長次郎を師と仰ぎ料理修業に精を出
していたある日、長次郎が大川端に浮かんだ。
長次郎の死を捜査しない奉行所に納得できない
季
としぞう

蔵は自ら犯人を探すことに…
　長次郎の死の原因は？そして季

としぞう

蔵の過去は？
　江戸の街を舞台に四季折々の料理が登場する
贅沢な一冊。

◎児童書

◎一般書

『サンタさんありがとう　
ちいさなクリスマスのものがたり』

長尾玲子／作
福音館書店／刊

　しんちゃんは、サンタさんに「友だちになって
くれるくまさんがほしい」と手紙を書きました。
サンタさんは世界中の子どもたちから届いた手紙
をみながらプレゼントを準備します。ところが、
サンタさんはしんちゃんのくまさんを準備するの
を忘れてしまいます。そこでサンタさんはくまさ
んを手作りし、友だちになれるようにと人間の言
葉を教えます。そしてクリスマス。くまさんはし
んちゃんのもとへ行くことになり…。
　サンタさん、くまさん、しんちゃんのやさしい
気持ちがあふれたあったかい気持ちになれるクリ
スマスストーリー。

今月のおすすめの本

「やさしく」あたたか

　　　　　木のぬくもり

ペレットストーブを設置

　平成25年度福島県森林環境交
付金を活用したペレットストー
ブが、役場出納室（１台）と、緑
とのふれあいの森公園管理棟（２
台）に設置されました。
　ペレットストーブとは、木を
利用した再生可能な有機性資源
（木質バイオマス）である「木質ペ
レット」を燃料とするストーブで
す。
　木質ペレットは、日本の森林
を整備することで発生する間伐
材や、林地残材を主原料として
おり、森林・林業の活性化に役
立っています。またペレットス
トーブの燃焼時に発生する二酸
化炭素量は、樹木の成長時に吸
収する量と同じなので、大気中
の二酸化炭素を増加させること
はなく、地球の温暖化対策にも
貢献しています。
　人にも地球にも「やさしい」ペ
レットストーブの暖かさをぜひ
ご体感ください。
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ま
た
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①
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等
の
保
存
制
度
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くらしの情報
Information

月日 当番医 所在地 電話番号
（病院） 薬　局 所在地 電話番号

（薬  局）

12/15㊐　 大方病院 田村市（船引町） 82-1117 ― ― ―

　22㊐　 さいとう医院 小野町 72-2500 さとう薬局 田村市（常葉町） 77-2018

23㊊㊗ 奥秋医院 田村市（船引町） 86-2034 ふくだや薬局 田村市（船引町） 86-2013

29㊐　 西山医院 三春町 62-2473 ― ― ―

30㊊　 清水医院 田村市（船引町） 82-3535 ふくだや薬局 田村市（船引町） 86-2013

31㊋　 総合南東北附属滝根診療所 田村市（滝根町） 78-2442 オリオン薬局 田村市（滝根町） 68-1455

1/   1㊌㊗ 都路診療所 田村市（都路町） 75-2003 ― ― ―

2㊍　 三春病院 三春町 62-3131 ふくだや薬局 田村市（船引町） 86-2013

3㊎　 かとうの内科クリニック 田村市（船引町） 81-1388 わたなべ調剤薬局 田村市（船引町） 81-1293

5㊐　 島貫整形外科 小野町 72-2722 ― ― ―

12㊐　 遠藤医院 田村市（船引町） 85-2016 ― ― ―

13㊊㊗ 雷クリニック 三春町 62-6333 きよはし薬局駅前店 三春町 61-1101

19㊐　 秋元医院 田村市（船引町） 82-1514 ― ― ―

26㊐　 かみや内科クリニック 小野町 72-3212 ― ― ―

休日当番医と院外薬局

バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県総
合医療情報システム」を
ご覧いただけます。

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医」をご覧ください。

毎日、19:00～翌8:00　☎024-521-3790
詳しくは「子どもの救急について」をご覧ください。

こども救急電話相談

福島県総合医療情報システム 検索索

福島県　こども救急 検索索



の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
郡

山
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
ま
た
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
郡
山
税
務
署

☎
０
２
４-

９
３
２-

２
０
４
１

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て

「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
均
等
割

税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
関
連
の
施
策
に
要
す
る
費

用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
臨

時
の
措
置
と
し
て
個
人
住
民
税
均

等
割
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
す
る
地
方
税
法
の
特
例
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。（
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体

が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地

方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
）

　

こ
れ
に
伴
い
、
小
野
町
税
条
例
、

福
島
県
税
条
例
の
改
正
を
行
い
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で

の
10
年
間
、
町
民
税
・
県
民
税
の
均

等
割
額
を
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
ず

つ
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
税
金

を
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
町
県
民
税
の
均
等
割
額
が
課
税

さ
れ
る
場
合

○
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
ま

た
は
寡
夫
で
前
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
上
の
方

○
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次

の
計
算
式
で
求
め
た
金
額
以
上

の
人
28
万
円
×（
本
人+

控
除

対
象
配
偶
者+

扶
養
親
族
数
）

+

16
万
８
千
円（
た
だ
し
控
除
対

象
配
偶
者
も
扶
養
親
族
も
い
な

い
場
合
は
28
万
円
）

問
税
務
課

☎
７
２-

６
９
３
２　
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■納め忘れのないように、ご確認ください。
■納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

12月   25日㊌
固 定 資 産 税（３期）
国 民 健 康 保 険 税（６期）
介 護 保 険 料（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

10 ６ シイタケ
イノシシ肉

160.2～3884.9
1946.9（イノシシ肉）

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

10
22 水道水

５ 井戸水、引き水

12 一般食品など

※食品以外の検体については、結果に含ま
れていません。

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

10 ５
きのこ

（シシタケ、シメジ、
   ホウキモタシ）、
イノシシ肉

109.1～274.8

4177.4（イノシシ肉）

　町で実施している簡易検査およびゲルマニウム半導
体放射能測定器による検査結果をお知らせします。

食品などの放射能測定結果

納期限

町民税 県民税 合計

3,500円 2,500円 6,000円

改正後（年額）

町民税 県民税 合計

3,000円 2,000円 5,000円

改正前（年額）

※県民税の均等割額には「森林環境税（1,000 円）」　
　が含まれます。

ゲルマニウム半導体放射能測定器
による測定結果

簡易測定器による測定結果

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

10 34

かぼちゃ、ズイキ、白菜、メロン、
バレイショ、マコモダケ、長芋、
さつまいも、きのこ（舞茸、シメジ、
シイタケなど）、いちじく、キウイ、
柿、カリン、ナツハゼ、玄米、米、
栗、じゅうねん、イノシシ肉、
梅干、ウマブドウ



くらしの情報
Information

■し尿のくみ取りについて

　12 月 28 日㊏から平成 26 年１月５日㊐は年
末年始のため、し尿のくみ取り業務は休みと
なります。
　くみ取りを希望する場合は、早めに町民生
活課までお申し込みください。
　またトイレには、し尿およびトイレットペー
パー以外の異物を混入しないように注意して
ください。

■浄化槽の管理について

　台所で油汚れなどを洗浄する際は、いった
ん紙などで拭き取ってから洗浄し、米のとぎ
汁は庭木などの肥料として利用してください。

田村地方衛生処理センターからのお知らせ

■口座振替の利用について

　し尿のくみ取り手数料・浄化槽の保守点検
料などは、町内の金融機関窓口で口座振替の
手続きをすることができます。
　納入に便利な、口座振替をご利用ください。

　　　　　　　問田村地方衛生処理センター
　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ 82‒1272
　　　　　　　問町民生活課       ☎ 72‒6933

 

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
火
災
予
防
運
動

〈
12
月
15
日
か
ら
平
成
26
年
１
月

14
日
ま
で
〉

　

年
末
年
始
の
慌
た
だ
し
さ
か

ら
、
火
気
へ
の
注
意
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
す
の
で
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

日
頃
か
ら
の
火
災
予
防

・
調
理
中
に
火
の
元
か
ら
離
れ
る

時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

・
た
ば
こ
の
始
末
を
確
実
に
行
う
。

・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
。

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
防
止

・
事
前
に
点
検
し
、
正
し
く
使
用

す
る
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
し
て

使
用
す
る
。

・
給
油
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら

行
い
、
給
油
タ
ン
ク
の
栓
は

し
っ
か
り
と
締
め
る
。

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
８
７
８

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-
６
９
３
３

放
送
大
学

 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

 

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
で
は
平
成
26
年
度
第
１
期（
４

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
・
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験

は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し

て
１
２
４
単
位
を
習
得
す
る

と
、
学
士（
教
養
）の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は「
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
出
願
期
間

　

平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４-
９
２
１-

７
４
７
１
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☎NASVA
交通事故被害者ホットライン0570-000738
㊏㊐㊗年末年始を除く 9：00 ～ 17：00
※「0570」はナビダイヤルの番号です。
　固定電話であれば、全国どこからでも 3分 8.5 円で通話することが
できます。PHS・IP 電話からは 03-3288-3671 にお電話ください。

交通事故被害に遭われ、相談先にお困りの方に各種相談機関の相談
窓口のご紹介をしています。

独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA) からのお知らせ

国民年金
コーナー

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、
65

歳
か
ら
満
額
で
７
７
８
，５
０
０

円
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。（
平
成
25
年
10
月
分
か
ら

の
年
金
額
）

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
公
的
年
金
保
険
料
を
納
め

た
期
間
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料

を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
25
年
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
25
年

に
は
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
カ
ラ
期
間
と
は

　

こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の

は
、
原
則
、
昭
和
36
年
４
月
以
後

カラ期間にご注意
ください

の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き

た
の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
次

の
方
の
期
間
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

①
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
厚
生
年

　

金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配

　

偶
者

②
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学
生

③
海
外
在
住
の
日
本
人

　

ま
た
昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚

生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受

け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
は
、
前
記
の
25

年
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
計
算
す
る
場
合
に

は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す

　

こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
年
金

の
未
加
入
期
間
と
な
っ
て
い
て
、

日
本
年
金
機
構
に
は
そ
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
原
則
と

し
て
、
本
人
の
申
し
出
に
基
づ
い

て
カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

25
年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格

期
間
を
満
た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ

期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町

村
役
場
の
担
当
窓
口
に
そ
の
旨
を

申
し
出
て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に

25
年
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

方
は
60
歳
か
ら
70
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
保
険
料
の
額
は
、

一
般
の
第
一
号
被
保
険
者
と
同

様
、
平
成
25
年
度
は
月
額
１
５
，

０
４
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
任
意
加
入
者
に
は
免
除
制

度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

任
意
加
入
に
つ
い
て
も
、
年
金

事
務
所
ま
た
は
町
民
生
活
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４-
９
３
２-

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-

６
９
３
３

ＮＴＴ東日本の電話帳を発行します

　ＮＴＴ東日本では、12 月中に順次、新しい福島
県版の電話帳を各ご家庭や事務所へお届けします。
現在お使いの電話帳は、お届けの際に回収します
ので配達員へお渡しください。

問タウンページセンタ
　（平日：午前９時から午後５時まで）
☎０１２０‒５０６３０９
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公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

救命救急講習会を開催
　「JPTECなどの概要」についての講習会を10
月29日、福島県立医科大学付属病院　救命救
急センター副部長　池上之浩先生をお招きし
開催しました。
　JPTECとは、交通事故や災害などでの傷病
者を、高度な医療施設へ搬送するまでの処置
や初期診療のことです。
　当病院職員51人、近隣医療機関の医師、職
員10人、計61人の参加があり、外傷（交通事故､
災害）の患者への救命救急における病院前処置
を実際に田村消防署の救急救命士の方に実演し
ていただきました。傷病者の状態から、迅速か

救命救急講習会の様子

　平成 24 年度は、療養病床の拡充や浜通り地
方の患者受入などにより、患者数は大幅に増
加し、増収となりました。
　平成 24 年度の決算状況は収入 1,611,938 千
円に対し支出が 1,523,175 千円となっており収
支差引で88,763千円の黒字決算となりました。
　今後も地域医療の中核病院として、健全で

過去３年間の決算状況 （単位：千円）
年度 収入 支出 収支差引

平成22年度 1,296,397 1,325,589 △29,192
平成23年度 1,455,400 1,422,749 32,651
平成24年度 1,611,938 1,523,175 88,763

平成 24 年度の決算状況について

　今年の１月、公立小野町地方綜合病院に内
部被ばくを検査するホールボディカウンタ－
が設置され検査を行っています。11 月から
は、４歳未満のお子さんにも対応できるよう
になりました。なお、２分間程度座っている
ことができるお子さんが対象です。
　検査日程は月曜日から金曜日（祝日は除く）
の午後１時 30 分から４時までです。
　町民の方は、無料で検査を受けられます。
まだ受けていない方はぜひご利用ください。
　検査を希望する方は、病院窓口、電話また
はＦＡＸ（ＦＡＸ用紙は病院ウェブサイトを
ご覧ください）によりお申し込みください。

つ的確に生命危機を把握し、適切な救急処置
を行うことの大切さを学びました。
　講習で学んだことを実際の医療の現場に生
かせるよう努めてまいります。

効率的な経営に努めてまいります。

■申し込み先
　公立小野町地方綜合病院
■検査費用
　①  事故当時 18 歳以下の方およびその保護者 … 無料
　②  妊婦 … 無料
　③  ①、②以外の方 … 1,050 円　※町が費用を負担します
 
　　　　　　　　問公立小野町地方綜合病院
　　　　　　　　☎７２‒３１８１
　　　　　　　　ＦＡＸ ７２‒３８３７
　　　　　　　　http://www.ono-hp.jp/WBC/WBC.html

公立小野町地方綜合病院でホールボディカウンター検査を受けられます
内部被ばく検査受けましたか？
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健康づくり豆知識

今年一年の「健康」を見直しましょう。
検診結果を再確認

～詳しい検査を受け忘れていませんか？～
　今年一年、自分の健康を振り返り、来年が健康で過ごせるよう自分の「健康」を確認しましょう。
　まず実践することは、住民健診や職場で受けた検査結果をもう一度見直し「異常がないか」「受診が必要
かどうか」をよく確認することです。そして受診が必要な方は、迷わず受診しましょう。
　住民健診や職場では、健康を維持し、病気やその重症化を防ぐため大切な検診を実施しています。（検査
結果と健康状態を再確認しましょう。）
　町の各種がん検診実施状況は下表のとおりです。精密検査が必要な方（要精検者）の受診率は、検診項目
により差はありますが、２割から６割と大変低い状況です。一方、精密検査を受診し「がん」などが発見さ
れ治療が始まった方もいます。
　病気の早期発見のためには、自覚症状がなくても早めの受診が大切です。せっかく受けた住民健診や職場
検診の結果を生かし、健康状態を確認するため要精検の方は精密検査を早く受けましょう。まだ精密検査を
受けていない方が周囲にいたら、大切な人を守るためにも家族や周囲の皆さんからも受診を勧めてください。

精密検査を受診するには

　まず、かかりつけ医がいる方
は主治医に相談しましょう。受
診時は「健康診断結果通知書」
同封の「受診はがき」「保険証」
を忘れず持参しましょう。

問健康福祉課
☎７２-６９３４

検診項目 胃がん 肺がん 前立腺がん

受診者（人） 581 1,078 351

精密検査が必要な方（人） 66 42 19

精密検査を受診した方（人） 26 25 3

精密検査の受診率（％） 39.4 59.5 15.8
精密検査の結果

がんまたはがんの疑いの方（人） 2 2 2

平成25年度　集団検診の各種がん検診状況（平成25年10月18日現在）

早めの受診は早期発見につながります。未受診の方は、早めに受診しましょう
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し
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抗
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・
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し
ま
す

　

今
年
、
都
市
部
を
中
心
に
風
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ん
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行
し
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か
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風
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。

　

風
し
ん
は
、
妊
娠
20
週
ご
ろ

ま
で
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

に
耳
や
、
心
臓
、
目
な
ど
の
障

が
い（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）

が
現
れ
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。
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妊
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け
ら

れ
ま
せ
ん
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で
、
女
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は
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娠

前
に
、
ま
た
妊
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方
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こ
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し
ま
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ク
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を
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望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
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抗
体
検
査
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受
け
、
抗
体
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分
で
な
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し
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か

ら
受
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ま
し
ょ
う
。

　

助
成
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２-

６
９
３
４

対 象 者 ① 接種日当日、満19歳から49歳までの将来的に妊娠を希望する女性
② 妊婦の夫

内　　　容 風しん抗体検査 風しんワクチン 麻しん風しん混合ワクチン
上 限 額 6,000円 7,000円 10,000円
対象期間 平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

申請方法

下記のものをご用意いただき、健康福祉課に申請してください。
①風しんワクチン接種助成事業費用償還払込請求書（役場窓口でお渡しします）
②ワクチン接種済証等の写し（ワクチン接種の方のみ）
③領収書の写し
④振り込み先のお名前、口座番号がわかるもの（通帳など）　※振り込みとなります。
⑤印鑑

風しん抗体検査・ワクチン接種費用の助成内容
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突
然
の
ふ
る
さ
と
行
き

宮
川　

ち
え
子

（
飯
豊
出
身
／
埼
玉
県
支
部
）

　
「
ち
ー
ち
ゃ
ん
、ど
う
し
た
っ

て
い
う
の
―
―
病
気
で
も
し
て

い
る
ん
じ
ゃ
ね
ー
ば
い
―
―
」

留
守
電
に
、
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を
気
遣
っ
て
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さ
る
メ
ッ
セ
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ジ
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入
っ
た
り

「
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れ
な
い
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か
い
―
―
親
が

眠
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
来
ら

れ
る
時
は
来
て
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―
」。
い
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な
ど
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ま
せ
て
い

た
。

　

足
の
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ら
、
心
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体
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や
小
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誘
い
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遠
慮
を

し
、
マ
イ
ペ
ー
ス
の
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
も
ふ
る
さ
と

小
野
町
会
の
「
ふ
る
さ
と
訪

問
」
と
は
別
に
個
人
的
に
11
月

10
日
、
小
野
町
を
訪
問
し
「
小

町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
会

場
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
し
か

し
、
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
の
皆

さ
ん
は
す
で
に
町
を
離
れ
て
い

た
よ
う
で
、
会
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
訪
れ
た
日
は
小
雨
が

降
っ
た
り
、
止
ん
だ
り
で
「
小

町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
ビ
ン
ゴ
大

会
を
除
い
て
す
べ
て
屋
内
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
人
も
子

ど
も
も
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
そ
う

で
し
た
。

　

ま
た
実
家
の
住
職
か
ら
「
お

祭
り
や
っ
て
い
る
か
ら
寄
っ
て

行
っ
て
ね
」
と
お
誘
い
を
受
け

た
の
で
、
お
参
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

※
住
職
が
”藍
綬
褒
章
“の
授

章
式
の
た
め
皇
居
に
招
か
れ

た
と
聞
き
と
て
も
喜
ば
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

私
は
「
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
会
場
の
外
の
テ
ン
ト
か

ら
無
農
薬
の
野
菜
を
段
ボ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
買
い
込
み
、
滞
在
時

間
を
気
に
し
な
が
ら
の
私
の
ふ

る
さ
と
訪
問
で
し
た
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
訪
問
を
通
し

て
、
食
と
農
の
”小
泉
武
夫
東

京
農
大
名
誉
教
授
“や
、
東
京

新
聞
の
落
合
恵
子
「
こ
の
道
」

（
11
月
３
日
夕
刊
）
に
書
い
て

あ
っ
た
コ
ラ
ム
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
地
方
に
は
命
を
つ
な
ぐ

食
を
生
産
す
る
と
言
う
宝
が
あ

る
ね
と
―
―
長
男
と
そ
ん
な
会

話
を
し
な
が
ら
、懐
か
し
い「
店

屋
」
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
を
抜

け
、
い
わ
き
ま
で
の
新
し
い
道

か
ら
の
ふ
る
さ
と
の
秋
を
眺

め
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
出

会
え
た
皆
さ
ま
と
の
わ
ず
か
な

ふ
れ
あ
い
に
感
謝
の
一
日
で
し

た
。
向
寒
の
折
、
皆
さ
ま
ご
自

愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　老人憩の家たかむら荘「ゆ～ゆ～こまち｣
では、利用促進のため変わり湯を実施します。
　いつもと違ったお風呂が楽しめますので、
ぜひご利用ください。
◎変わり湯
ゆず湯（疲労回復、冷え性、神経痛、腰痛、
肌荒れに効果があると言われています）
◎実施期間
　１月 24 日㊎から１月 26 日㊐まで

※次回「変わり湯」は２月を予定してい
　ます。詳しくは「広報おのまち１月号」
　でお知らせします。
◎たかむら荘入浴料
　大人　　１回２００円
　子ども　１回１００円

問ゆ～ゆ～こまち
☎７２- ３７３６
問健康福祉課
☎７２- ６９３４

ゆ～ゆ～こまちで変わり湯
１月はゆず湯

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信
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月日 行　　　事 時　間 場　　所

12/16㊊

17㊋ あそびの広場 9:30~11:30  子育て支援センター

18㊌ ３カ月児健診・ＢＣＧ接種

窓口業務延長日

受付13:00~13:30
19:15まで

母子健康センター

役場

19㊍ 離乳食教室 受付10:00~10:15 母子健康センター

20㊎

育児教室

ヘルスアップ運動教室

幼稚園第２学期終業式

小・中学校第２学期終業式

受付10:00~10:15
13:30~15:30

母子健康センター

多目的研修集会施設

21㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

22㊐ ９カ月児健診 受付13:30~14:30 さいとう医院

23㊊ 天皇誕生日

24㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

25㊌ 窓口業務延長日 19:15まで 役場

26㊍

27㊎ 官公庁仕事納め

ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）

28㊏ ふるさと文化の館図書館年末年始休館日（～１月４日まで）

29㊐

30㊊ 年末年始の火災予防運動（～１月４日まで）

31㊋

1 /1㊌ 元日

2㊍

3㊎

4㊏ 新年交礼会 10:30~ 多目的研修集会施設

5㊐

6㊊
官公庁仕事始め

小野町消防出初式 10:15~ 多目的研修集会施設前広場

7㊋
健康相談日

あそびの広場

9:00~15:00 
9:30~11:30 

母子健康センター

子育て支援センター

8㊌

３歳児健診

幼稚園第３学期始業式

小・中学校第３学期始業式

ちびっこおはなし会

窓口業務延長日

受付13:00~13:30

11:00~11:30
19:15まで

母子健康センター

ふるさと文化の館

役場

9㊍ 人権相談所開設 10:00~15:00 母子健康センター

10㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

11㊏
小学生おはなし会

あそびの広場

11:00~11:30
9:30~11:30

ふるさと文化の館

子育て支援センター

12㊐ 小野町成人式 10:30~ 多目的研修集会施設

13㊊ 成人の日

14㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

15㊌
シルバー交通安全の日

おやつ教室

窓口業務延長日

受付10:00~10:15
19:15まで

母子健康センター

役場

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0　CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l以下 7.8　mg/l
有機物（TOC） 3mg/l以下 0.7　mg/l
PH値 5.8～8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1        度

濁度 2度以下 <0.1     度

　10 月に実施した水道水の水質検査の結果
は、次のとおりです。

問地域整備課　☎７２‒６９３６

上水道加入の皆さんへ

　新年を迎えるにあたり、希望と決意
を新たに町民相互の親

しんぼく

睦と融和を図る
ため、新年交礼会を開催します。
　参加を希望される方は下記により申
込みくださるようお知らせします。
■開催日時
　平成 26 年１月４日㊏
　午前 10 時 30 分から
■開催場所
　多目的研修集会施設
　（大ホール）
■会 　 費
　２，０００円
■申込期日
　12 月 24 日㊋
■申込方法
　会費を添えて、役場総務課または　
　行政区長さんへ申し込みください。
　

問総務課　☎７２-２１１１

平成 26 年新年交礼会を
開催します

行事カレンダー
Calendar
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Ono High School News
平成 25 年 12 月

No. ７小野高通信

ＰＴＡ会員研修会の様子

2013 柏葉祭を開催

　３年に１度の小野高等学校大文化祭『柏葉祭』
が、10 月 27 日に開催されました。台風の影響
で予定より一日延期での開催でしたが、当日は
約 530 人の来校者で賑わいました。
　各クラスの趣向を凝らしたお化け屋敷・喫茶
店・映画上映などの展示発表や、体育館ステー
ジでの部活動や授業の成果発表、生徒が育てた
シクラメンや米の販売、ＰＴＡのけんちんうど
ん販売などで、大いに盛り上がりました。
　閉祭式では、三年生のクラス代表が、友人・
先生に感謝し「小野高校に来て良かった」と話
し、生徒も教員も、心を動かされていました。
　小野高生の良さが随所に出た文化祭になりま
した。来校してくださった町民の皆さん、あり
がとうございました。

　芸術鑑賞教室が 10 月 29 日、本校で開催されました。
　今年度は、シアター青芸上演「ＴＨＥ　ＷＩＮＤＳ
ＯＦ　ＧＯＤ」でした。戦争を知らない現代の若者２
人が、昭和 20 年の特攻隊前線基地へとタイムスリッ
プし、特攻出撃を待つ彼らと出会うことで「生」の意
味、「死」の意味を考えていく作品でした。　　
　笑いあり、感動ありの中で、戦争について改めて考
えさせられ「生」の尊さや「夢」を抱くことの大切さ
を感じることができました。
　来年度は古典・芸能分野での開催を検討しています。

芸術鑑賞教室を開催ＰＴＡ会員研修会を終えて

君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後６３
ＴＥＬ　０２４７－７２－３１７１
ＦＡＸ　０２４７－７２－６２１１
http://www.ono-h.fks.ed.jp

　小野高 PTA年間計画事業の 1つとして、大学・
企業の視察研修を、10 月 11 日に実施しました。　
　今年は会津若松方面へ向かい、会津中央乳業（株）
や会津大学を視察し、企業の製品へのこだわり・信
念や、大学の勉学に励むことができる環境作りに、
感心させられ、参加者は新鮮な驚きを得ていました。
　この研修会を通してお子さんが進路選択をする際
の観点や、会員間の親睦を深める機会が持て、今後
のPTA活動の充実を図るという共通理解を持って
帰ってきました。
　この研修会の成果もあり、PTA協力のもと、文
化祭も大成功に終わりました。
　今後も一層PTA活動を盛り上げていきたいと思
います。

芸術観賞教室を観る生徒の皆さん
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町の人口・世帯数
（平成25年11月１日現在）

お誕生おめでとう

　氏　名　　 　 　 父 ・ 母 　行政区
永沼　 蘭 　（らん）　隆 ・麻 耶　荒 町
先﨑　颯 真　（そうま）　仁 一・裕 子　中 通
助川　詩 汰　（うた）　克 也・ 望 　谷津作
村上　快 心　（かいしん）　博 紀・ひろみ　小野赤沼
田　千 真　（かずま）　育 男・はづき　小野赤沼

吉田　 園 　（その）　喜 伸・恵美子　夏 井
岩塚　笑 瑠　（えみる）　博 高・満結子　湯 沢

（10 月届出分）

おくやみ申し上げます

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行政区
佐　藤　　武　　　　　８４　　　　皮籠石
先　﨑　ケサヨ　　　　９７　　　　吉野辺

（９月届出分）
根　本　　操　　　　　７１　　　　仲 町
大　樂　マキイ　　　　８７　　　　大 八
遠　藤　福　衛　　　　７３　　　　浮 金
村　上　榮　一　　　　７３　　　　上羽出庭

（10 月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載し
　ています。

男性　　　5,126 人（　１）

女性　　　5,440 人（　６）

合計　　1 0 , 5 6 6 人（　７）

世帯数　3,481 世帯（　５）

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

おわびと訂正
　広報おのまち 11 月号 31 ページの「お
誕生おめでとう」の記事中で紹介した方
の名前が「矢吹未央」さんとなっていま
したが、正しくは「矢吹美央」さんです。
おわびして訂正します。

　現在、平成 26 年度の幼稚園・保育園・児童園の入園児
を募集しています。
　入園申込書は、各施設または教育委員会に備えてありま
す。関係書類を添えて、入園を希望する施設に直接提出し
てください。
　なお現在入園中の園児で引き続き入園を希望される場合
は、新たに申し込みをする必要はありません。
◆申込期限　12 月 20 日㊎まで
◆募集施設　下表のとおり

　　　　　　　　　　　　　問各施設（下表のとおり）
　　　　　　　　　　　　　問教育課　☎７２-６７８０

施　設　名 定　員 入　園　資　格

幼
稚
園

小野わかば幼稚園
（小野新町字万景上8）
☎７２‒２６２９

140人 満４歳以上の小学校就学前の幼児

保

育

園

中央さくら保育園
（小野新町字万景上8）
☎７２‒３２６９

120人
家庭の事情で家族が保育すること
ができない生後６カ月以上の小学
校就学前の幼児

夏井おおすぎ保育園
（夏井字町屋43 ‐ 5）
☎７２‒２７６０

45人
家庭の事情で家族が保育すること
ができない生後６カ月以上の小学
校就学前の幼児

飯豊ひまわり保育園
（飯豊字寺下51）
☎７３‒２７２４

60人
家庭の事情で家族が保育すること
ができない満３歳以上の小学校就
学前の幼児

児
童
園

浮金つつじ児童園
（浮金字須和間180）
☎７３‒２７４４

なし 満３歳以上の小学校就学前の幼児

平成 26 年度
幼児施設入園児募集中

あ

と

が

き

　

今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ

て
今
年
は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

振
り
返
る
と
今
年
は
富
士
山

の
世
界
遺
産
登
録
な
ど
明
る
い

話
題
の
あ
っ
た
一
方
、
台
風
被

害
な
ど
も
多
い
一
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

来
年
は
午
年
で
す
。
馬
が
駆

け
抜
け
る
よ
う
な
勢
い
で
飛
躍

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（

ひ
）
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この印刷物は、FSCこの印刷物は、FSC®の基準の基準
に従って認証された適切に管に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

リカちゃん通りイルミネーション

　町道リカちゃん通りおよびリカ
ちゃんキャッスルで12月１日から、
イルミネーションを点灯しています。
　今年はリカちゃんキャッスルのシ
ンボルツリーを華やかに装飾し、写
真撮影スポットを設置するなどイ
メージを一新して実施しています。
ぜひお越しください。

○○場場所所　
　町道リカちゃん通りおよび
　リカちゃんキャッスル
○○実実施施期期間間　
　12月31日㊋まで
○○点点灯灯時時間間
　午後４時30分から午後９時まで

ロードからスポットへ
リカちゃんキャッスル内に
写真撮影スポット

点灯時間中
リカちゃんキャッスル敷地開放日
○開放日　
　12月14日㊏、15日㊐、21日㊏、
　　　22日㊐、23日㊊㊗、28日㊏、
　　　29日㊐
○開放時間
　午後９時まで

　リカちゃんキャッスル内シンボル
ツリー前の写真撮影スポットをぜひ
ご利用ください！




